
令和７年度　新しい地方経済・生活環境創生交付金の活用予定事業一覧（現時点での申請予定額）

第２世代交付金（旧：地方創生推進タイプ、地方創生拠点整備タイプ） （単位：千円）

No 事業費 うち国費 事業目的 事業概要 ＫＰＩ

40,605 20,301

（令和７年度実施予定分） (23,565) (11,782)

（令和８年度実施予定分） (12,015) (6,007)

（令和９年度実施予定分） (5,025) (2,512)

179,645 89,822

（令和７年度実施予定分） (41,000) (20,500)

（令和８年度実施予定分） (138,645) (69,322)

デジタル実装型（ＴＹＰＥ１） （単位：千円）

No 事業費 うち国費 事業概要 事業効果 ＫＰＩ

1 10,299 5,149
　介護認定審査会をウェブ開催するための審査会システム
を導入し、認定事務の効率化を図る。

・審査会事務効率化

・審査会委員負担軽減

①オンライン会議の開催率

②【介護】一次判定日から認定に要した日数

③【障害】新規申請のうち障害区分認定申請から認定に要
した日数

④審査会資料のペーパーレスの達成率

2 29,370 14,685
　タブレット端末に入力した個人の意見を簡単に共有でき
る学習ツールを導入し、子ども同士の意見交換や協働学習
を支援する。

・子ども同士の意見交換

・学習意欲向上

①児童生徒がＩＣＴを活用した協働的な学びの活動

②児童生徒の利用満足度

③協働的な学びを進めるため活用したＩＣＴの利用状況

3 4,563 2,281

　各種証明書の交付手数料の支払いに対応するため、
キャッシュレス対応レジ及び決済端末を導入し、キャッ
シュレス決済を実施する。
　導入先は、戸籍住民課、大麻出張所、市民税課の３課。

・手数料支払いのキャッシュレス化
①キャッシュレス決済の利用率

②アンケート調査による市民の満足度

事業名

【ソフト事業分】
えべつシティプロモーション高度化プ
ロジェクト
　※ 令和７・８・９年度実施事業

【ハード事業分】
歴史的建造物を活用した賑わい創出事
業（旧岡田住宅改築事業）
　※ 令和７・８年度実施事業

事業名

認定審査会システム導入事業

協働学習ツールの導入による協働的な
学びの充実事業

キャッシュレス決済導入事業

1

　令和７年度からの３年間を「江別市シティプロモーショ
ン強化期間」とし、市の魅力を伝えるコンテンツを数多く
発信する。
　ターゲットは北海道内の子育て世代に定め、「子育てな
ら江別市」を直接的に訴えかけ、住む場所を考える際に自
然と江別市が選択肢に上がるような情報発信を様々な媒体
にて行う。

・魅力発信コンテンツ制作等事業

・まちづくりアドバイザー活動事業

・ラジオ情報発信番組制作放送事業

・ＳＮＳターゲティング広告・デジタ
　ルサイネージ広告出稿事業
　　　　　　　　　　　　　　　　等

①本取組による移住者数

②移住定住に関する相談件数

③ふるさと納税者数

④移住ポータルサイトの閲覧数

2

　江別駅周辺の歴史を物語る「旧岡田住宅」を改築し、
「かわまちづくり事業」で整備する旧岡田倉庫と一体的に
活用することで、周辺の観光資源などを巻き込んだ新たな
人の流れを創出する。

・既存建物の解体工事及び部材回収
　（解体の際に発生する部材を可能な
　　限り再利用する。）

・改築工事

・外構工事（園路整備や植栽等）

①本施設の来場者数

②JR江別駅の乗降客数

③本施設における新規雇用者数

④施設一帯におけるイベント開催数

資料３


